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2. ソフ トウ ェア 開発 にお け るパ タン の活 用  
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5. スク ラム によ る開 発で の 適用 の試 み  

6. まと め  

講義の要約  

◆講 師紹 介  

原田  騎郎 （株 式会 社ア ト ラク タ  Founder 兼  CEO）  

アジ ャイ ルコ ーチ 、ド メ イン モデ ラ、 サプ ライ チ ェー ンコ ンサ ルタ ント 。  

認 定ス ク ラ ム プロ フ ェ ッ シ ョナ ル 。  外 資 系消 費 財 メ ーカ ー の 研 究開 発 を 経 て 、 2004 年よ り ス クラ

ムに よる 開発 を実 践。ソ フト ウェ アの ユー ザー の 業務、ソフ トウ ェア 開発・運用 の業 務の 両方 を、よ

り楽 に安 全に する 改善 に 取り 組ん でい る。 認定 ス クラ ムト レー ナー （ CST-R）。  

 

1. パタ ン（ パタ ーン ）と は 何か ？  

⚫ クリ スト ファ ー・ アレ グ ザン ダー の問 題意 識  



アレ グザ ンダ ーは オー ス トリ アの ウィ ーン 出身 の 建築 家。  

第 2 次世 界大 戦後 、復 興 のた めに 建て られ る建 築 物は 、人 が住 むこ とや 人 がど う動 くか 考慮

され てお らず 質が 悪か っ た。ア レグ ザン ダー は 、そ のよ うな 建築 物で は人 が いき いき とし て

いな いと 考え た。  

 

⚫ アレ グザ ンダ ーが 初期 に まと めた 3 部 作  

⚫ オレ ゴン 大学 の実 験（ 1975）  

オレ ゴン 大学 のキ ャン パ ス再 建の 際に 、学 生 や 教授 を意 思決 定に 参加 させ た 実験 につ い

て書 かれ てい る。  

アレ グザ ンダ ーは 建築 に おい て、作 る人 と使 う人 が分 断さ れて しま うこ と で、使 う人 が

本当 に欲 しい もの 、使い やす いも のに なら ず、使 う人 自身 がう まく 直せ な いも のに なっ

てし まう とい う問 題意 識 を持 って いた。その ため、建築 家が 要求 通り に建 て るだ けで は

キャ ンパ スを 使う 人が い きい きし ない と考 えた 。  

 

学生 や教 授に 参加 して も らう こと で、キ ャン パス をよ り 良 くす るた めの 設 計要 素、解 決

策が いく つか 挙が った 。  

例） 駐車 場を 1 箇 所に 作 らな い  

歩道 を交 わる よう にす る  

 

⚫ パタ ーン ラン ゲー ジ（ 1977）  

キャ ンパ ス、ビ ル等 建物 を建 てる とき に、ど のよ うな こと を考 えた らう ま くい った かと

いう 例を 集め たも の。253 もの例 が挙 げら れて い る。  

 

⚫ 時を 超え た建 設の 道（ 1979）  

作ら れた 建築 が長 持ち す るた めに は、 どん な特 性 が必 要か 書か れ て いる 。  

 

⚫ パタ ンと は何 か  

1 つ１つ のパ タン は、 身 の回 りで 起き た問 題と そ れに 対す る解 決策 を示 し たも の。  

状況 が変 化し た時 にも 見 た人 がす ぐに 使え るよ う に具 体的 に記 述さ れる 。  

パタ ンは、何回 適用 して も同 じよ うに 起こ る問 題 を解 決し てき た実 績が あ る が、まっ たく 同

じ状 況は 無い ため 、適 用 方法 は少 しず つ違 うは ず であ る。  

 

例 1）154. Teenager’s Cottage  

   問 題： 子離 れ  

   解 決策 ：敷 地の 中 に子 供が 住む ため の小 さ い家 を作 る  

 

例 2）155. Old Age Cottage 

   問 題： 親の 面倒 を 見る  



   解 決策 ：敷 地の 中 の小 さい 家に 親が 住む  

 

パタ ンに はシ ーケ ンス と いう 考え 方が あり、パタ ーン ラン ゲー ジで は、う まく いっ た事 例で

のパ タン の適 用順 につ い ても 説明 され る。  

 

例）154. Teenager’s Cottage の後 に、155. Old Age Cottage を 適用 する こと で、  

建物 を長 持ち させ るこ と につ なが る。  

 

⚫ パタ ーン ラン ゲー ジと は ？  

⚫ 順序 だっ て適 用で きる パ ター ンの 集ま り  

⚫ パタ ーン 一つ 一つ が全 体 の質 をよ くす る  

⚫ まと まっ て、 新た なパ タ ーン を生 み出 す可 能性 が ある  

 

結果 的に 無名 の質 がで き 、心 地よ くい きい きと し てい る状 態が 達成 され る 。  

 

2. ソフ トウ ェア 開発 にお け るパ タン の活 用  

大規 模開 発が 広が る中 で、ソフ トウ ェア にも パタ ー ンを 適用 する こと がで き ない か考 えら れる よ

うに なっ た 。初 期の 段階 では 、ケン ト・ベ ック や ウォ ード・カニ ンガ ムら が WikiWikiWeb とい

う WEB サ イト で、 ソフ ト ウェ ア開 発に おい てう ま くい った 話を ドキ ュメ ン ト化 し、 共有 した 。

また 、PLoP（ パタ ーン に つい て話 し合 う活 動）が 行わ れる よう にな り、様 々な 成功 した パタ ーン

が集 めら れる よう にな っ た。  

 

⚫ 設計 パタ ーン とし て  

⚫ デザ イン パタ ーン （Gang of Four、1994）  

どの よう な設 計、プ ログ ラム だと 作り やす いか、見通 しが 良く なる かに つ いて 書か れて

いる 。  

 

⚫ アナ リシ スパ ター ン （Martin Fowler、1996）  

どう いう 形で まと めて お くと、ソフ トウ ェア とし て扱 いや すく なる か書 か れて いる。あ

る程 度大 きな 規模 のソ フ トウ ェア を作 る場 合に は 、有 用な パタ ーン とな る 。  

 

⚫ Extreme Programming Explained（Kent Beck、 2004）  

うま くい った ソフ トウ ェ ア開 発の パタ ーン（プ ラ クテ ィス ）の 集ま り。技 術に 関す るも

のだ けで なく 、 よ いプ ロ グラ マー にな るた めの 習 慣に つい て書 かれ てい る 。  

 

⚫ ドメ イン 駆動 （Eric Evans、2003）  

アレ グザ ンダ ーが 目指 し た「作 る人 と使 う人 が一 緒に なっ て進 める 」とい う考 え方 をソ

フト ウェ アに もっ てい く 方法 を主 張し てい る。  



 

⚫ エン ター プラ イズ アプ リ ケー ショ ンパ ター ン （ Martin Fowler、2002）  

大規 模シ ステ ムを どう や って 扱う べき か書 かれ て いる 。  

 

⚫ Enterprise Integration Patterns（Gregor Hohpe & Bobby Woolf、2003）  

大規 模シ ステ ムを どの よ うに つな ぐか 、ど のよ うに つな ぐこ と で うま く作 る こと がで き

るか 書か れて いる 。現 在 のマ イク ロサ ービ スの 考 え方 のも とに なる もの 。  

 

⚫ 組織 パタ ーン とし て  

⚫ Development Process Generative Pattern Language（1995）  

組織 構造 やプ ロセ スに も パタ ーン が適 用で きる こ とが 書か れた 論文 。  

 

⚫ Fearless Change  （Mary Lynn Manns, Ph. D、Linda Rising Pd. D、2004）  

よ り 良 い ソ フ ト ウ ェ ア を 作 る た め の 組 織 づ く り や 組 織 自 体 を 活 発 に す る た め の パ タ ー

ンが 書か れて いる 。  

例） 食べ なが ら話 をす る 。  

 

⚫ 組織 パタ ーン （ James Coplien & Neil B. Harrison、2004）  

ソフ トウ ェア をう まく 作 れる 組織 の形 が パ ター ン とし て書 かれ てい る。  

 

⚫ パタ ーン ラン ゲー ジと し ての スク ラム  

組 織 の 作 り 方 や う ま く い っ た プ ロ セ ス を 集 め て 書 か れ た も の が ス ク ラ ム の も と に な っ て い

る。 スク ラム はパ ター ン ラン ゲー ジと して 書か れ た。  

 

⚫ A Scrum Book - The Sprint of the Game（The Scrum Patterns Group、2019）  

スク ラム につ いて パタ ー ンラ ンゲ ージ とし てま と めた もの 。  

 

⚫ アジ ャイ ル開 発宣 言に つ いて  

当時、大規 模開 発で はソ フト ウェ アフ ァク トリ ー が主 流だ った が、ソ フト ウェ アフ ァ ク トリ

ーで なく ても 、パ ター ン を集 める こと でう まく 開 発が でき るこ とが 分か っ てい った 。  

そし て、作る 人と 使う 人が 一緒 にな って 進め るほ う が質 の高 いも のが でき る と考 えら れる よ

うに なり 、そ のよ うに 考 える コミ ュニ ティ での 合 意事 項が アジ ャイ ル宣 言 とな った 。  

 

3. スク ラム によ る開 発で の 適用 の試 み  

⚫ Product Organization Pattern Language 

＜プ ロダ クト オー ナー に 関す るパ ター ン＞  

Product Owner 

 問 題： ステ ーク ホル ダ ーが 増え るほ ど、 判断 に 時間 がか かる  



解決 策： 最終 判断 を一 人 が行 う  

 ↓  

Product Owner Team 

 問 題： プロ ダク トオ ー ナー 一人 がす べて の判 断 を行 うた め、 負荷 が高 く なる  

 解 決策 ：プ ロダ クト オ ーナ ーを 支え るチ ーム を 作る  

 

⚫ Value Stream Pattern Language 

＜ス プリ ント に関 する パ タ ー ンの 一部 ＞  

Sprint 

 ↓  

Product BackLog 

解決 策： プロ ダク トバ ッ クロ グを 作る  

 ↓  

Refined Product BackLog 

解決 策： 選ば れた バッ ク ログ を作 る  

 

⚫ スク ラム にお ける プロ ダ クト の品 質  

スク ラム には 、出 来上 が った プロ ダク トの 質を 常 に早 く確 認す るた めの 仕 掛け があ る。  

 

⚫ Regular Product Increment 

プロ ダク トの 増分 をス テ ーク ホル ダー に見 せて 、 価値 を常 に確 認す る。  

 

⚫ レト ロス ペク ティ ブ  

内部 の設 計や プロ セス の 質を 確か めて 、プ ロダ ク トと 答え 合わ せを する 。  

 

4. 品質 保証 から アジ ャイ ル 品質 への 変化  

⚫ QA2AQ に つい て  

QA が 開発 部門 とは 別の 部門 にあ る場 合の 組織 パ ター ン。 今後 、QA が全 体と して 質を 考え

る組 織に 変わ って いく た めに 必要 なパ ター ンラ ン ゲー ジが 記述 され る こ と が望 まし い。  

 

⚫ 利用 者品 質を パタ ーン で 記述 して みる  

パタ ーン を使 って 、品 質 をよ り 良 くす るた めに で きる こと が記 述さ れる よ うに なっ てき た。 

例） 使う 人の パタ ーン （ ユー ザ ー イン ター フェ ー ス）  

 

スク ラム では、ステ ーク ホル ダー を巻 き込 んで レ ビュ ーを 実施 し、プ ロダ クト の価 値を 確か

める プロ セス があ るが、良い プロ ダク トと は何 か 、利用 者に とっ て良 いプ ロダ クト の作 り方

は何 かに つい て、 パタ ー ンで 記述 され てい ない 。  

今後 、ユ ーザ ーが 使い や すい パタ ーン が記 述さ れ れば 、そ れら のパ ター ン をも とに 、開 発者

やオ ーナ ーが より 良い パ ター ンに つい ては 話合 え るよ うに なる 。  

 

5. まと め  



ユー ザー にと って よい プ ロダ クト とな る パ ター ン を書 き、 集め るこ とが 今 後の 展望 。  

パタ ーン に基 づい て作 っ たプ ロダ クト のテ スト が でき る人 は、パタ ーン がう まく いっ たか 確か め

るこ とが でき るは ず。 う まく いっ た パ ター ンを 書 き残 して おく こと が望 ま しい 。  

定性 的な もの とマ トリ ク スの 両方 があ るこ とは 、ソ フト ウェ ア開 発に とっ て 大き なメ リッ トと な

る。  

 

6. 質疑 応答  

＜質 問＞  

「パ ター ンを 集め ると き は全 く同 じも のは ない」とい うこ とは、パタ ーン を集 める 際に は似 たも

のを 集め てい くの か。  

 

＜回 答＞  

パタ ーン のコ ミ ュニ ティ が使 って いる 方 法は 、 KJ 法に 近い 。カ テ ゴリ で集 める とい うよ り は、

それ ぞれ のパ ター ンが 自 然に 集ま って くる のを 待 つ。新 しい パタ ーン を作 るの では なく、みん な

が知 って いる こと に名 前 を付 ける 。  

 

 

＜質 問＞  

パタ ーン ≒使 える 事例 の 集積 、と いう こと であ る か 。  

 

＜回 答＞  

うま くい くや り方 が集 ま った もの 。う まく いく 順番 や組 み合 わせ を含 め て 書 かれ たの が パ ター ン

ラン ゲー ジ。  

 

 

＜質 問＞  

パタ ーン とテ スト 設計 は 似て いる か。  

 

＜回 答＞  

似て いる 。「xUnit Test Patterns」と いう 本が あ り、 テス ト設 計も パタ ー ン集 があ る。  

 

 

＜質 問＞  

KPI など で振 り返 りし た 結果 が組 織と して のパ タ ーン にな る可 能性 があ る か。  

 

＜回 答＞  

KPI もパ ター ンに 出て く る可 能性 もあ る。 KPI 自 体も パタ ーン と考 えら れ る。  

 

 

＜質 問＞  

パタ ーン ≒プ ロセ スに な って しま うが 、 パ ター ン につ いて よい 説明 はな い か。  

 

＜回 答＞  

パタ ーン の中 には プロ セ スと なっ てい るも のも あ る。  



パタ ーン は何 度も 使え る もの であ る必 要が ある 。う まく いか ない パタ ーン が 出て くる こと があ る

が、どこ を改 善す れば う まく いく か考 え、修正 す れば よい 。ス クラ ムパ タ ーン の本 に出 てく るパ

ター ンは 、少 なく とも 3 回以 上書 き直 され てい る 。  

 

 

＜質 問＞  

パタ ーン とモ デル の違 い は何 か。  

 

＜回 答＞  

モデ ルは 対象 物と 関係 す る。パタ ーン は状 況に 対 する 扱い 方で ある 。パ タ ーン は、コン テキ スト

が あ っ て い れ ば 対 象 物 が 違 っ て も う ま く い く こ と が あ る 。 モ デ ル と し て パ タ ー ン を 書 く の も よ

い。パタ ーン とし て正 し いと いう より も、パタ ー ンと して 有効 、役 立つ も ので あれ ばよ いの では

ない か。  

 

 

＜質 問＞  

パト レッ トを 公開 し、 う まく いっ たか 共有 する よ うな コミ ュニ ティ があ れ ば教 えて ほし い。  

 

＜回 答＞  

慶應 義塾 大学 の井 庭先 生 は、学 習、プレ ゼン のパ ター ンを 集め てい る。鷲 崎先 生は、ソフ トウ ェ

アに 関わ るパ ター ンを 集 めて いる 。本 とな って 普 及す る前 のパ ター ンは 様 々な もの があ るの で、

探し てほ しい 。  

  

以上 


